
地方公共団体名 事業名

1 北海道津別町 ・・・Ｋｉ－Ｃｙｃｌｅ　つべつ

2 岩手県 ・・・動物愛護管理推進事業費

3 岩手県大船渡市 ・・・林野火災復旧・復興事業

4 茨城県五霞町 ・・・茨城県内最小自治体「五霞町」の公共交通政策

5 群馬県前橋市 ・・・「アート×建築」と融合した官民共創によるまちづくり

6 群馬県みどり市 ・・・「子育て支援事業」結婚→出産→子育て　切れ目なく　なが～～く　支援します!

7 埼玉県鴻巣市 ・・・結婚・出産・子育てをしたいと思えるまちづくり事業

8 埼玉県越谷市 ・・・創業者育成支援事業

9 埼玉県大里郡寄居町 ・・・コンパクトかつ持続可能なまちづくりプロジェクト

10 埼玉県宮代町 ・・・新しい村魅力アップ事業

11 千葉県市原市 ・・・ゴルフの街いちはら事業

12 東京都日野市 ・・・子どもたちの未来を広げる教育支援事業

13 富山県富山市 ・・・コンパクト＆スマートシティ推進事業

14 長野県駒ヶ根市 ・・・ネパール母子保健改善プロジェクトを通じた国際協力のまちづくり事業

15 長野県塩尻市 ・・・官民共創による自動運転レベル４移動サービス社会実装事業

市立の美術館〈アーツ前橋〉をはじめ、〈白井屋ホテル〉や〈まえばしガレリア〉など、最先端の現代美術に触れられる施設が集まる前橋のまちなかでは、レトロな空き店舗を活用したユニークなローカルビジネスが次々に誕生し、全国から注目されています。

まちづくりビジョン「めぶく。where good things grow.」策定から10年が経過する来夏には「前橋国際芸術祭」がまちなかを舞台に初めての開催を予定しています。

アーティストの感性、市民の生活、観客の熱気がまちなかにどのような調和を生み出すのか、ぜひご期待ください。

プレゼンテーション事業概要一覧

津別町では森林の循環利用を進める中、未利用材を活用した木質バイオマスエネルギーに注目し、平成 19 年にバイオマスタウン構想を策定。

平成 21 年には町内外企業による協同組合を設立し、木質ペレット製造施設を稼働。以降、町内各施設にペレットボイラーや熱供給システムを導入。令和５年には木質バイオマスセンターを稼働し、未利用材の収集やチップ化等の中間処理を開始。

未利用材の活用は発展途上であり、今後は新たな福祉施設への熱供給を予定している他、農畜産分野や薪利用など他分野にも広がっていく可能性がある。

この広がりにより持続可能な地域循環型社会を確立すべく、「Ki-Cycle つべつ」プロジェクトを進めていく。

県が保護した動物のうち、子猫や人に馴れていない犬や猫などについて、譲渡までの間、一時的に飼育するボランティアを募集し、ボランティアが使用するペットフードや一時預かり中の動物の治療費を支援します。

令和７年２月26日に発生した大規模林野火災により、約3370haが焼失し、200棟を超える建物被害など甚大な影響を及ぼしました。被災された方々の生活再建に関しては、被災家屋等の解体及び廃棄物処理や被災者見守り支援などの生活支援を

実施しております。また、生業の再生や地域経済の再建に向けて、被災した中小企業者の施設や設備の復旧に対して補助を実施しており、観光業においては、林野火災の影響で減少した宿泊需要の回復のため、市外からの宿泊者に対して宿泊の助成や

クーポン券の発行など、地域経済の再建に努めています。

県内最小自治体の五霞町における最適な公共交通を模索しております。現在、実証運行中のAIデマンドを活用したコミュニティ交通をバス車両で実施しておりますが、今後、利便性を向上するためダウンサイジングを行い普通車でのデマンド運行を行いたいと

検討中です。

「こどものみらい」を応援するため、結婚・出産から子育て、夢をかなえる給付型の奨学金まで、全国トップの子育て支援を目指し、保育料・給食費の無償化や市内小中学校の給食費の無償化、市内全小中学校の体育館へのエアコン設置など様々な支援を

行っています。

鴻巣市では、こどもを安心して産み育て、次代を担うこどもたちが健やかに成長していくことができる環境づくりに取り組んでいます。地域の高校や団体と連携した出張こども食堂の実施によるこどもの居場所支援、こどもたちが安全に遊ぶことができ、家庭や地域社

会との連携を図るための拠点として市内９か所に設置している児童センターの運営、民間保育所等における保育の質の向上のための処遇改善費用や施設改修・備品等の更新などを対象に実施するいきいき子育て支援など、各種事業を推進することで、こど

もまんなか社会の実現を目指します。

越谷市では、まちづくりの担い手の一人として中小企業者を位置づけ、中小企業者や創業希望者を対象としたセミナーやイベントの開催、補助金の交付、中小企業診断士による相談窓口の設置等により、中小企業者や創業希望者を支援し、地域経済の

持続的な発展に向けた取組を進めております。本事業では、越谷市で最もにぎわう「越谷レイクタウン」の中心である大相模調節池周辺の水辺で、創業希望者を対象としたトライアル出店ができる仕組みを展開するとともに、創業希望者と先輩事業者等の交

流の場を創出することで着実な創業を支援します。

町内の少子化及び人口減少を抑制することを目的に、移住定住促進や中心市街地のコンパクトシティ化を図るとともに、良好な住環境を整備するため都市基盤整備を進めています。

また、駅周辺の居住誘導区域内に住宅を取得する際に費用の一部を補助する「まちなか居住促進補助事業」、住宅に太陽光発電設備等の機器を設置する際に費用の一部を補助する「エコハウス推進補助事業」、災害時の二次被害を防止するため「まち

なか旧耐震住宅除却補助事業」を実施するなど、生活環境の保全及び安全・安心なまちづくりの推進を図っています。

新しい村は、宮代町の原風景、そして地域資源でもある「農」のテーマパークです。豊かな農風景を未来に遺すため、生産者と消費者をつなぐ「地産地消」の推進、「食」や「農業体験」などの多様なコンテンツを通して、農を介した新たなコミュニティを創造し地域

の元気を創ります。

国内最多の33か所のゴルフ場数を誇る本市では、「ゴルフの街いちはら」を掲げ、ゴルフを軸にしたまちづくりに取り組んでいます。将来を担う子どもたちがゴルフを身近なものとして親しみ、市内小学生全員がゴルフを体験できるよう、ゴルフ場でのゴルフ体験やスナッ

グゴルフ体験を拡充しています。

また、ゴルフ場やゴルフ関係団体などと連携し、ジュニアゴルファーの練習環境を整備するとともに、「市原市ジュニアゴルフオープン」の開催を通して、活躍できる場を創り、市原市から将来世界で活躍するプロゴルファーの輩出を目指します。

本事業は大きく二つのプロジェクトによるものです。

一つは地域の皆様と連携して子どもたちの文化・スポーツ活動を支援する「日野型地域クラブ活動ひのスポ！ひのカル！」です。

少子化の影響により、学校単位でのクラブ活動が困難であるという課題に対し、経済的な理由で活動が難しい子どもたちへの奨学金等による支援を通して、誰もが平等に文化・スポーツに触れられるように支援します。

もう一つは、本や情報に気軽に触れられる環境を提供する『ひの電子図書館』です。特に子どもたちが電子書籍を通じて学びや探究心を深め、未来の可能性を広げられるよう、コンテンツの充実を図ってまいります。

富山市では、政策の中心に据える「コンパクトなまちづくり」を、デジタル技術の活用などにより「深化」させ、市民生活の質や利便性の向上を図る「富山市版スマートシティ」を実現します。

スマートシティの推進にあたっては、約250団体が参画する産学官連携プラットフォーム「富山市スマートシティ推進プラットフォーム（通称：SCRUM-T）」を構築し、未来共創拠点「Sketch Lab」において、オープンイノベーションを促し、行政・地域課題の解

決を「成長のエンジン」とします。

駒ヶ根市では、市民団体とともに国際協力友好都市ネパール・ポカラ市で妊産婦・乳児死亡率の改善を目的とした母子保健プロジェクトに取り組んできました。地域の医療関係者らの協力による現地での技術支援や人材育成だけでなく、小学生から高齢者

までさまざまな立場の市民にさまざまな関わり方で国際協力に携わってもらい、この地域自身も元気になるような、青年海外協力隊訓練所のあるまち駒ヶ根市だからこそできる国際協力事業を行います。

本市ではドライバー不足の解消や地域住民の移動利便性向上を図ることを目指し、令和２年度から自動運転実証実験を実施してきました。本年１月には道路交通法に基づく特定自動運行の許可を取得し、「全国初」となる一般公道歩車混在空間にお

けるバス型車両で運転席無人とした自動運転レベル４を実施しました。今後は官民・地域連携体制とオンデマンドバス等の新たなモビリティサービスを社会実装した実績、経験を最大限に活用し、地域公共交通の一翼を担う自動運転レベル４を含めたサービ

ス社会実装を目指しています。



地方公共団体名 事業名

16 愛知県名古屋市 ・・・アジア・アジアパラ競技大会の開催事業

17 愛知県江南市 ・・・世代も国籍も超えて、つながるまちへ。江南市×SDGsの挑戦

18 滋賀県東近江市 ・・・生物多様性の保全を重視した森づくりプロジェクト

19 大阪府岸和田市 ・・・KISHIWADA RE:BORN　岸和田城とまちを未来へつなぐプロジェクト ～岸和田城未来共創計画～

20 山口県周南市 ・・・ブルーカーボン推進事業

21 香川県坂出市 ・・・藻場（ブルーカーボン生態系）の再生・創出事業

22 高知県教育委員会 ・・・こうち未来創造グローバル人材育成事業

23 福岡県みやこ町 ・・・地域の暮らしを守る　持続可能な地域交通網の構築事業

24 大分県臼杵市 ・・・食文化創造都市推進プロジェクト（土づくり編）

25 鹿児島県伊仙町 ・・・伊仙町 「子どもスマイル」未来空間プロジェクト

江南市は、国の「SDGs未来都市」として、誰もが安心して暮らせる持続可能な地域づくりを推進しています。

このプロジェクトへのご支援は、SDGs経営・ESG投資にもつながる社会的価値の高い取り組みではないでしょうか。

SDGs未来都市に掲げた次世代が輝けるまちの実現を目指し、多世代・多文化が自然に交わり、つながる“地域共生”の拠点として、「ウィステリアプラザ」を整備します。

猛暑の中、屋内で子どもたちが遊べる大型遊具を設置し、高齢者、外国人と多様な価値観を育む施設整備の支援を通じ、共に創りあげるパートナーを募集します。

2026年開催予定のアジア・アジアパラ競技大会が、スポーツの振興や交流人口の拡大、国際交流の促進、共生社会の実現、国際競争力の強化など、本市を含む圏域にとってより効果的なものとなるよう、開催に向けた準備を進めます。

伊仙町では、すべての子どもたちが安心して過ごせる「 子どもの居場所づくり」に取り組んでいます。長寿・子宝の町として、健やかな成長と子育て支援を最重要課題と位置づけ、屋内遊び場や交流空間の整備を検討中です。過疎地域でも等しく、未来ある子

どもたちの笑顔があふれる環境を整えるため、企業の皆様とともに未来への投資を進めてまいります。

臼杵市は、これまで大切に守り育ててきた多彩な食文化が評価され、2021年にユネスコ創造都市ネットワーク（食文化分野）に加盟しました。この臼杵市の食文化を支える柱のひとつに、土づくりから行う環境保全型農業の推進があります。本事業は、「おい

しく元気な農産物を育てるには、健全な土づくりが必要」という考えのもと、全国的にみても稀有な公設公営による「土づくりセンター」の安定した運営により、安心安全な農産物の供給や有機農産物の生産拡大、地元の子ども達が健やかな生活を送るためにも

質の高い給食の提供を図ります。

当プロジェクトは、生物多様性を保全・再生するための森林整備を推進し、森と人とのつながりの希薄化がもたらす森林の生物多様性の低下を防ぐとともに、森林や木材の付加価値を高め、森林が持つ多面的な機能が高度に発揮できるような森林をつくること

を目的として推進しています。

これまでに複数のモデル林を指定してのモニタリング調査と並行して搬出された木材を使用した木製品の試作などを行ってきており、今後は独自の森林認証制度の運用を始めとして生物多様性の保全を重視した森づくりの実践に取り組んでいきます。

大阪府の南に位置する岸和田市。江戸時代には「大坂の南の守り」として、幕府の西国支配に重要な役割を果たしました。そんな不落の城”岸和田城”が市民の思いとともに復興されてから71年。

激甚災害が頻発している現代に、新たな危機が・・・。

「大きな地震がきても揺らぐことのない、より強固な城へ（耐震化）」、「誰もが天守からの景観に古の思いを馳せて（バリアフリー化・インクルーシブな社会の実現）」。

歴史とともに脈々と受け継いできた先人たちの思いを胸に、岸和田城堅城化プロジェクトを開始しました。岸和田城と岸和田のまちの未来を切り開くため、みなさんのご協力をお願いいたします。

周南市では、脱炭素に向けた取組みとして、大島干潟のブルーカーボンの活用を開始。

ブルーカーボン推進事業は、大島干潟での保全活動支援、Jブルークレジット申請に係る藻場分布調査及び炭素吸収量の算定、アマモ場造成の支援を行うとともに、大島干潟をブルーカーボンの拠点として、この取り組みを市内他地域へ拡大するべく、新たな

保全活動団体の育成や候補地選定の現地調査を実施。2050年カーボンニュートラルの実現に向けて環境と調和のとれた持続可能なブルーエコノミーを推進し、地域活性化や水産振興を図るもの。

坂出市は、令和６年２月、藻場の再生と創出による海洋生態系の保全とゼロカーボンシティの実現に寄与するブルーカーボン生態系の活用に向け、瀬戸内海の「環境保全」と「水産業」に着目した「瀬戸内再生のための「人×技術×海」マッチング共創拠点」

プロジェクトを進める香川大学と藻場の再生・創出に関する覚書を締結した。

こうした中で、現在、本市海域において、地元漁協組合と連携し藻場造成構造物の設置を進め、藻場の再生・創出に向けた実証事業を進めている。

今後さらに当事業の拡大を検討しており、藻場造成構造物の作成、管理、状況分析等における事業運営に企業版ふるさと納税によるご支援を役立てていきたいと考えているものである。

本事業は、高校生が国際的な視野や高知に対する愛着と誇りを持ち、地域の課題解決に向けて、主体的に行動できるグローバル人材の育成を目指した探究型海外留学を支援する事業です。高校生が高知県の課題解決・地域貢献等に繋がるテーマを設

定し、留学計画をもとに選考された30名程度（年間）の留学費用の一部を奨学金（寄附等を財源）として給付します。寄附企業には、留学前後の研修会等に参加し、高校生と直接交流できる機会を設けており、本県の課題解決に向けて産学官で協

働するつながりの更なる強化も目指した事業です。

森林が町面積の63％を占め、少子高齢化・過疎化が進むみやこ町において、生活に必要な移動手段を確保することは大きな課題となっています。バスや鉄道を利用できる地域が限られているため、町民向けデマンドタクシーといった取組も行っていますが、町

外者の利用ができないこと、経費も年々増加傾向にあることなど、課題にも直面しています。そこで、より効率性・利便性の高い地域交通体系の実現を目指し、コミュニティバスといった新たな交通手段の導入の可能性も含め、より良い公共交通のあり方を検討

したいと考えています。


